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市長が語る 『２０１５三島』                           第１回 （4/6・4/8） 放送分 

平成２７年度予算 

 

アナ： 市長が語る「2015 三島」第 1 回となります本日は、平成２７年度予算について

お話を伺います。豊岡市長よろしくお願いします。 

市長： よろしくお願いします。 

アナ： 平成２７年度の予算のうち、福祉や教育など、市役所の基本的な業務に関わる

一般会計予算は３５５億３，０００万円と伺っています。では、予算を編成する

上での基本方針、あるいは強く持っておられた「思い」と言うものは、いったい

どういったものだったのでしょうか。 

市長:  はい。平成２７年度は私にとって２期目の実質的なスタートになるわけですが、

さらに「元気・安心・希望あふれる三島」へ前進させ、市民の皆様が心から愛着

と誇りを持てるまちづくりを目指して、３つの基本方針を柱とした予算を編成い

たしました。 

    まず、１つ目は「にぎわいある美しさ溢れるガーデンシティの推進と活力みな

ぎる産業の振興」、２つ目は「人もまちも産業も健幸を実感できるスマートウエル

ネスみしまの推進と未来に繋がる教育・文化の充実」、そして最後は「コミュニテ

ィの絆で支える福祉の充実と更に安全・安心な暮しを守る災害に強いまちづくり」

という３つの柱を掲げました。 

    これら基本方針に沿った様々な事業を行うことで、市民の皆様が、「三島で生ま

れて良かった、三島で育って良かった、三島で暮らして良かった」と一層の幸せ

を実感していただきたい。この一心で、一年間全力を傾けてまいります。 

アナ: それでは、３つの基本方針にはそれぞれどのような事業が予定されているのか、

主なものを教えていただきたいのですが、まず一つ目の柱についてお願いいたし

ます。 

市長:  はい。ここでは、美しく品格のあるまちづくりを進める「ガーデンシティみし

ま」の取り組みについて、「花咲か市民１１万人プロジェクト」などによって、そ

の活動の輪をさらに広げていくとともに、観光はもとより農業、商業、工業など、

全ての産業の振興に繋げてまいります。 

    具体的な事業といたしましては、５月に予定しております「みしま花のまちフ

ェア」の開催や、本年１２月の「箱根西麓・三島大吊橋」の完成を見据えた三島・

元箱根間の路線バスの増便を支援するほか、中心市街地のＷｉＦｉスポットの整

備などに加え、「三島市スポーツ・文化コミッション」を新たに立ち上げることで

各種イベントや合宿の誘致に取り組み、交流人口の増加とにぎわいの創出に努め

てまいります。 

また、来年の市制施行７５周年に向けて映画制作を目指す「みしまびとプロジェ
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クト」の支援といった地域ブランド、シティプロモーションへの取り組みのほか、

三ツ谷工業団地の整備など５つの事業からなる「内陸のフロンティアを拓く取組」

を積極的に進めてまいります。 

アナ:  次に、２つ目の柱には、どのような事業があるのでしょうか。 

市長: 市民の皆様一人ひとりが「健やかで幸せ」と感じていただける日本一の健幸都市

を目指す「スマートウエルネスみしま」のさらなる推進として、健康総合企業の

タニタと提携した「タニタＳカフェ」の開設や健康運動教室の充実に加え、老朽

化の進む文教テニスコートの全面改修などを実施してまいります。 

    また、本年秋のオープンを目指しております三島総合病院の周産期センターの

建設を支援するほか、学校教育の分野では、電子黒板・デジタル教科書を小学校

の全クラスへ県内で初めて導入するなど、教育環境の充実にも努めてまいります。 

アナ:  ３つ目の柱には、子育ての支援が含まれると伺っていますが、いかがでしょう

か。 

市長:  はい。急激な少子化に加え、地方の人口減少対策として子育て支援の充実は大

変重要となります。そこで、昨年度まで小・中学生の通院には１回につき５００

円の自己負担がありましたが、平成２７年度からは中学３年生までのお子さんの

入院・通院にかかる医療費を完全無料とするとともに、錦田保育園において一時

預かり保育を実施するほか、新たな療育支援施設の整備を進めてまいります。 

    また、安全・安心なまちづくりに関してですが、三島市・裾野市・長泉町が一

体となって設立した「消防通信指令センター」の運用が本年１０月より開始され

ます。これにより一刻を争う消防救急出動指令の統制が強化されることで、みな

さんの命を守る体制がさらに整うこととなります。 

アナ:  ありがとうございました。「子育てのまち」、「健康のまち」、「花と緑のまち」と

いった明るいイメージに希望と期待が膨らむさまざまな事業が盛り込まれている

ことがよくわかりました。 

    昨年はテレビドラマ「ごめんね青春！」の舞台になったことで、まさに「街じ

ゅうがフィーバー」といった雰囲気になりました。このほかにも、若者達が行き

たくなるような素敵なお店が続々とオープンし、豊岡市長の手腕のおかげと言っ

ても良いのでしょうか、三島の街がとても活気づいて楽しくなってきたと感じま

す。これからも、市民の皆さんが健康で安全・安心に暮らせる、楽しいまちづく

りをぜひ、期待しております。     

    豊岡市長、本日はありがとうございました。 

市長： ありがとうございました。 


